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研究成果の概要（和文）：フランス語圏経済は、グローバリゼーションと同義に見なされつつある英語圏経済と対照的
に、20世紀を通じて危機と再編を続けてきた。なぜフランス語圏ばかりに動乱が続くのか。植民化・脱植民化の中で生
産・労働・流通・行政は、アフリカ・アジアの商工会議所や国策会社を事例にすると、動乱による社会経済的な断絶性
だけでなく、現代に続く連続性も観察される。本研究ではその構造を分析するとともに、アフリカ経営史研究の国際ネ
ットワークおよび研究拠点の形成も目指した。

研究成果の概要（英文）：Different from “globalized” Anglophone economies, Francophone economies have 
faced to the crisis and the reorganizations during the twentieth century. Why they have so many 
incidents? Chambers of commerce and statutory companies in Africa and Asia show us not only 
socio-economic discontinuities due to the incidents but also continuities which lead us to the current 
situation. This study analyzes their structures. It also aims to create an international network and a 
regional center for the African economic history.
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１．研究開始当初の背景 
(1)フランス植民地研究には、X.Yacono, M. 
Ferro, J. Marseille, 権上康男、平野千果子な
ど、経済史の研究蓄積が厚かった。しかし、
現在は植民化と脱植民化を連続・断絶両面か
ら捉え直す必要がある。なぜなら、独立後の
旧植民地では、内戦・政変を経て脱植民化の
神話が崩れ、歴史的経路依存性や植民化の費
用対効果など、新論点が提起されているから
だ。 
(2)植民化・脱植民化研究は、人的・物的にも
再編期にある。文書館は、宗主国の国立文書
館だけでなく旧植民地の所蔵文書が、独立後
数十年がたち転機を迎える。アンタナナリボ
商工会議所等の改組に伴い古文書が廃棄さ
れる一方、モロッコ国立文書館、カンボジア
国立文書館マイクロフィルム分館、上海市档
案館等が増改築される。人物面では、植民地
時代を知る人物が死去する一方、植民地時代
を歴史として再考察する実践家・歴史家・ア
ーキビストが必要になる。 
(3)日本の西洋経済史も、国際学会で共同研究
を行ったり、旧植民地出身の留学生を指導し
たりすることに、西欧と日本の双方の教育研
究経験や英仏語での調査力・論争力を活用す
る余地がある。実際、アフリカ経営史の共同
研究を議論するのと並行し、自分の研究室で
コンゴ人とマダガスカル人の経済史家の養
成を始めた。 
 
２．研究の目的 
(1)アフリカや中東の内戦・テロは、とくに仏
語圏で頻発するように思われるが、なぜ仏語
圏経済はいまも危機に揺さぶられ続けてい
るのか。仏語圏は 20 世紀前半までは拡大を
続けたが、20 世紀後半の経済グローバル化で
は、英語圏に押され縮小傾向に見える。その
危機と再編において、政府・企業・市場はい
かに関わったのか。本研究では、3 者の交差
点である商工会議所や国際会社に焦点をあ
てる。 
(2)本研究は、一次史料に基づく実証主義に立
つ。仏語圏の経済史研究は、宗主国の視点と
史料に焦点があり、旧植民地の問題意識と史
料蓄積は軽視されてきた。しかし、歴史的ア
イデンティティが未来建設のためにいまも
っとも必要とされているのは、危機・再編に
揺さぶられている旧植民地である。旧植民地
では、宗主国の研究者の立ち入りが長らく困
難であり、史料散逸が危ぶまれてもきた。現
地で経済史料を発掘し保全する。 
(3)日本とフランスの双方を知る西洋経済史
学が国際貢献する可能性として、アフリカ人
研究者と積極的に交流し、共同研究を行う。
同時に仏語圏アフリカ人留学生を受け入れ、
日本の学会と交流しながら博士・修士を育成
し、日本発のアフリカ経済史および史料保全
の道を作る。 
 
３．研究の方法 

(1)仏語圏植民地の事例として、インドシナ、
コンゴ、マダガスカルの 3ヶ国を取り上げる。
経済システムの危機・再編において、政府・
企業・市場の結節点となる経済団体と国策会
社に注目し、植民化・脱植民化の連続性・断
絶性を考察する。 
(2)政府や事件・政変・戦争を主役にした政治
史だけでなく、市場統計データを主役にした
経済史や、商工会議所や国策会社の組織改革
を主役した経営史など、複合的・立体的に経
済システムを考える。史料さえ許せば、労働、
事故、公害等、新しい視点にも着目する。 
(3)1 次史料として、インドシナとマダガスカ
ルでは商工会議所の議事録やインタビュー、
コンゴでは国策銅山会社の Gecamines 社の
年次報告書を現地で収集する。マダガスカル
ではクーデター、コンゴでは内戦やエボラ出
血熱が続く。安全確保には現地人院生の支援
を受けつつ、史料収集や分析手法を指導し、
調査結果は国際学会や現地にも還元する。 
 
４．研究成果 
(1)史料面では、未開拓の 1 次史料を発掘した。
コンゴでは、植民期の国策銅山会社の
UMHK 社 が 独 立 後 に 国 有 化 さ れ 、
Gecamines 社に再編されるが、後者の社内文
書館で年次報告書のデジタル複写を得た。労
働、事故、公害の資料も得た。マダガスカル
については、アンタナナリボ商工会議所や産
業基盤について、マダガスカル国立文書館に
加え、フランス海外文書館で史料収集した。
インドシナについては、財界重鎮の南ラオス
商工会議所会頭の急逝直後に、ラオス・カン
ボジアの国立文書館で史料保全を行った。そ
の成果を一連の史料論文に結実させると同
時に、史料集の複写をマダガスカル国立文書
館やマダガスカル・ラオス・カンボジアの商
工会議所にも寄贈した。 
(2)組織面では、アフリカ経営史研究の国際ネ
ットワークおよび拠点形成を行った。ヨハネ
スブルグ大学、パリ社会科学高等研究院、ヨ
ーク大学の経営史家と交流する中で、国際経
済史学会長を務め、アフリカ経営史の泰斗で
あるヨハネスブルグ大学のヴェーフーフ教
授と出会った。同氏を連携研究者として研究
室ぐるみの共同研究を 1 年ずつ成長させ、英
国での経営史協会大会、パリでのグローバル
ヒストリー学会大会、札幌でのアフリカ経営
史シンポジウム、京都での国際経済史会議で
の共同パネルを実現した。その結果、コンゴ
人博士 1 名、マダガスカル人修士 2 名の経済
史家を研究室から育てた。母国に帰国すれば
おそらく同国初の経済史家である。またアウ
トリーチとして、日仏経営学会全国大会主催、
北大アフリカ研究会立ち上げ、国内外研究会
企画を行い、大学予算で海外留学教材も出版
した。 
(3)方法面では、宗主国の経済史・経営史と、
植民地の帝国主義論や開発経済論等を統合
する視点から、旧植民地の経済システムの危



機と再編を比較した。まず地域差である。旧
フランス植民地でも、内務省管轄のアルジェ
リア、外務省管轄のモロッコ・チュニジア、
総督府管轄のマダガスカル・インドシナは、
宗主国の統治力とブロック経済の求心力が
異なる。フランスの地方県となったアルジェ
リアと異なり、マダガスカル・インドシナは
帝国外の貿易比重も高く、世界大戦時には現
地化傾向を強めた。インドシナでは、ラオス
商工会議所の幹部にベトナム人枠があるな
ど、民族の優越関係を統治構造に組み込む現
象も観察された。 
(4)経済システムとして政府・企業・市場を
分けてコンゴ銅産業を分析すると、定説とは
異なる複雑性が観察された。独立・脱植民
化・国有化期も銅生産量やコンゴ人幹部職員
数、事故減少率等は連続的に成長した。内戦
と市場価格が悪化すると銅生産は底をつく
が、労働者雇用は一定期間維持された。和平
が成立し市場価格が戻ると銅生産量も急増
するが、同時に公害指数も上がった。こうし
た研究成果は、研究代表者を指導教員、連携
研究者を外部審査員とする研究協力者の博
士論文に結実し、全員が参加する世界経済史
会議の共同パネルでも展開される。 
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